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わ
が
上



に
一
切
の
事
物
を
示
す
「
失
楽






」
よ
、

過
ぎ
ゆ
く
日
の
最
後
な
る
今

日

の
「
失
楽
」
よ
、

わ
が
身
の
上
の
「
失
楽
」
よ
、
我



は
汝





に
叫
ぶ
、

「
全
く
空



し
」
と
。

我
は
幽
欝






な
る
汝
の
栖
所





に
圧
込





め
ら
れ
、

我
は
其

処

に
、
粛
索






と
飢
渇





と
の
苦
を
続
く
。

何
物
も
好

か
ら
ず
、
何
物
も
最
後
ま
で
期
待
せ
し
所
に
値
せ
ず
。

か
く
て
、
我
は
、
今
、
汝
の
抱
緊






の
下



に
死
な
ん
と
す
、

悔


も
無
く
、
望





も
無
く
、
怖



る
る
所
も
無
く
。

無
し
、
無
し
、
一
の
叫
び
も
無
し
、
一



の
戦
慄
も
無
し
。

最
後
の
頼
み
と
せ
し
わ
が
「
愛
」
さ
へ
喘



げ
る
負

傷

者

な
り
。

他

の
、
最
後
の
わ
が
神
は
青
白
き
其

額







を
包
む
、

そ
は
「
夜



」
な
り
、
陰
森






と
し
て
眠





を
誘
ふ
「
夜

」
な
り
。

か
く
て
、
我
は
夢
に
落
ち
ゆ
く
。
「
生



」
と
は
何
た
る
み
す
ぼ
ら
し
き
語





ぞ
。

寥

廓







の
不
動
な
る
路



彼

れ
を
塞



ぎ
、
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暗
き
地
牢





の
底
に
其

力







を
涸



し
な
が
ら
、

昏
睡





せ
る
人
の
無
感
覚
こ
そ
や
が
て
其



「
生



」
な
れ
。

あ
あ
、
自
信
と
、
期
待
と
、
愛
と
は
、

轢


り
つ
つ
、
幸
福
を
砕
き
去
る
荒
砥





な
ら
ず
。

生

く
る
欲
、
物
の
欲
、
恐
怖
、

少
く
も
、
気
永





に
地
を
貪





り
食
ふ
植
物
の
如
き
、

勇
猛
に
竪
実
な
る
生
活
。

然


れ
ど
も
、
無
し
、
無
し
、
「
虚
無
」
が
其
欝
憂






を
さ
ま
よ
は
す
、

荒
廃
し
た
る
大
歩
廊
の
外



、
何
物
も
無
し
。

か
く
て
此
失
楽
の
中
に
猶
蠕
動





く
…
…
大
馬
鹿
者
よ
。

　
　
　
　
○

貴


な
る
女

君







よ
、
な
つ
か
し
き
身
振





も
て
、

開

け
た
ま
へ
、
い
と
も
輝
か
し
き
台





の
新
し
き
帷





を
。

そ
は
、
か
ず
か
ず
の
薔
薇





の
打
顫






ふ
い
み
じ
き
花
の
姿
を

い
と
疾

く
我
等
に
観

せ
し
め
給
ふ
た
め
。

ま
た
許
し
た
ま
へ
、
此

処

に
あ
る
そ
こ
ば
く
の
歌
を
、
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節
会





の
日
に
喜
び
狂
ふ
学
生
等
の
如
く
、

君
が
あ
た
り
に
捧
ぐ
る
こ
と
を
。

さ
て
、
如

何

に
、
気
上





り
た
る
動
音





の

君
が
秀



れ
し
詩
才
を
称



ふ
る
こ
と
よ
。

君
は
常
に
と
き
め
く
韻



を
も
て
歎
き
な
が
ら

わ
な
な
く
熱
き
胸
を
語
り
給
ふ
と
こ
そ
覚



ゆ
れ

さ
て
、
ま
た
、
楯
形






の
菫





の
花
な
る
君
が
目
は

常
に
涙
さ
し
ぐ
み
つ
つ
い
ま
す
な
ら
め
。

　
　
　
　
○

来


り
ぬ
、
わ
が
か
ひ
な
の
中
に
。
さ
て
共
に
身
を
忘
れ
ぬ
。

開


け
か
し
、
美
く
し
き
歯
に
満
ち
し
君
が
口



を
。

わ
が
舌
は
穿



ち
入

る
。

さ
な
が
ら
君
が
心
を
舐



る
こ
こ
ち
に
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
太
陽
」
博
文
堂

　
　
　1913
（
大
正2

）
年6

月
号

※
「
旧
字
、
旧
仮
名
で
書
か
れ
た
作
品
を
、
現
代
表
記
に
あ
ら
た
め
る
際
の
作
業
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
底
本

の
旧
字
を
新
字
に
を
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

※
底
本
の
総
ル
ビ
を
、
パ
ラ
ル
ビ
に
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

※
底
本
の
署
名
に
は
、
「
よ
さ
の
　
ひ
ろ
し
」
と
あ
り
ま
す
。

入
力
：
武
田
秀
男

校
正
：
門
田
裕
志

2003

年1

月24

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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